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連絡先
工業会  日本万引防止システム協会 事務局 〒160-0004  東京都新宿区四谷1-6-1  7F

TEL：03-3355-2322  FAX：03-3355-2344
https://www.jeas.gr.jp  E-mail：infonew@jeas.gr.jp

担当：技術基準委員会
協力：佐藤正行先生の愉快な仲間たち、小林正美先生
機材協力：(株)パトライト、会場提供：高千穂交易(株) メルマガ Facebook

4th Family Seminar

テーマ：「アポロ13号　あなたは（計算尺を使って）無事に地球に帰還できるか」
講　師: 佐藤正行先生　元芝浦工業大学、 システム理工学部教授、
           元芝浦工業学柏中学等学校校長

絵　本:「わたしにまかせて！　アポロ13号をすくった数学者キャサリン・ジョンソン」

■ プレゼント
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募集開始
●コンサイス製の最高級計算尺

NO.300をプレゼント！
●対象年齢は

中学生と小学生高学年  計15名と保護者
●持ち物：筆記用具、15センチ以上の定規

8/78/7
2026

金

参考動画：宇宙空間で爆発事故が発生したアポロ13号の地球帰還 緊迫の87時間

●関連絵本：「わたしにまかせて！ アポロ13号を
すくった数学者キャサリン・ジョンソン」

開催日: 第４回　工業会JEAS ファミリーセミナー
　　　  2026年８月７日（金）午後１時から４時
　　　  高千穂交易（株）セミナールームにて

●申込みはこちらの
QRコードから
お願います。

https://www.youtube.com/watch?v=spGhMva1tBQ
https://www.comirai.jp/view/item/000000000335
https://www.jeas.gr.jp


万引防止システムの基礎知識取得の
ためのJEAS検定講習会の様子です。
現在はオンラインでも受講できます。

連絡先
工業会  日本万引防止システム協会
（略称：工業会 JEAS ジェイ・イーエーエス）　

〒160-0004  東京都新宿区四谷1-6-1  7F
TEL：03-3355-2322  FAX：03-3355-2344
https://www.jeas.gr.jp  E-mail：infonew@jeas.gr.jp

メルマガ Facebook
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工業会日本万引防止システム協会（略称JEAS）は、万引防止システムを製造、販売、サポートする企業の業界団体
であり、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的、社会的役割を果たすべく、行政機関、関連
業界団体とも連携し活動をしています。

設立は平成14年、平成30年には経済産業省よりEASと防犯カメラ分野の工業会認定を受け、令和2年には
個人情報保護委員会認定の認定個人情報保護団体となり、万引防止システム関連に従事するあらゆる企業
が参画する総会員数69法人の工業会に成長しております。

組織は4つの委員会で構成されており、機器の安全利用や健全な市場発展に向けた調査や技術標準作りを
行っております。さらに、サーマルカメラの安全基準作りなどのその時のニーズに即対応するため専門プ
ロジェクトをもっております。

４つの検定制度にて、ロス対策などに役立つ優良機器選定や人材育成を行っております。
◆ 顔識別機能付きカメラシステム検定制度　主幹：カメラ画像安全利用推進委員会
◆ 推薦製品検定制度　                              主幹：政策・研究委員会
◆ JEAS検定講習会　　　　　　　　　　　 主幹：政策・研究委員会　技術サポート：技術基準委員会
◆ 科学保安検定講習会　　　　　　　　　　主幹：科学保安プロジェクト
その他、全国万引犯罪防止機構のロス対策士検定制度に関して、JEASメンバーにとっても必須のセミナー
であるため、支援制度を用意し受験者拡大に寄与しております。

コロナ禍以降においては、JEASの役割を
「誰もが安全・安心を享受できる防犯民主主
義実現の旗の下、EAS機器と防犯カメラと
ロス・プリベンション推進のための工業会」
とし、‘協働防犯’を合言葉に、マルチステー
クホルダーとの対話促進および現場力向上
の両立に重点をおき、Think Globally, Act 
Locally（超訳：一隅を照らすは、これ則ち
世界の宝なり）という視点で、米国や中国な
どのロス・プリベンション組織とも連携し
ながら、集団窃盗団対策やセルフレジ不正
防止などの新たな課題に対応しております。

【組織の事業概要】

政策・研究委員会 技術基準委員会 総務委員会 カメラ画像
安全利用推進委員会

DX推進プロジェクト 個人情報管理室科学保安講習
プロジェクト

交通機関と関連店舗の
保安強化プロジェクト
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工業会 とは®


